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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
国
内
で
は
、
東
日
本
大
震
災

や
福
島
原
発
事
故
の
発
生
、
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
協
議
参
加

表
明
な
ど
、
日
本
の
将
来
を
左
右
す
る

激
動
の
１
年
で
し
た
。

　

本
市
で
は
、
口
蹄
疫
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

と
い
っ
た
災
害
か
ら
の
復
興
へ
向
け
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
た
矢

先
の
年
明
け
早
々
に
、
中
心
市
街
地
の

老
舗
デ
パ
ー
ト
が
閉
店
、
さ
ら
に
１
月

末
に
は
新
燃
岳
が
噴
火
し
、
降
灰
除
去

と
土
石
流
対
策
に
追
わ
れ
た
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。
一
方
、
明
る
い
話
題
で
は
、

市
内
で
初
め
て
都
城
志
布
志
道
路
が
一

部
開
通
し
た
ほ
か
、
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想

も
順
調
に
進
捗
す
る
な
ど
、
将
来
の
本

市
の
発
展
を
担
う
基
盤
が
着
々
と
整
い

つ
つ
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
１
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
は
、

自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
諸
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
英
知
を

結
集
し
、
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
着

実
に
推
進
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
サ
ブ
シ
テ
ィ
構
想
に
お
け

る
工
業
団
地
用
地
の
造
成
の
ほ
か
、
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
や
市
郡
医
師
会
病
院

の
用
地
造
成
お
よ
び
建
築
設
計
な
ど
、

構
想
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
都
城
志
布
志
道
路
の

開
通
区
間
が
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

が
見
え
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
都
城

広
域
定
住
自
立
圏
構
想
や
環
霧
島
会
議

と
い
っ
た
広
域
連
携
に
よ
る
活
動
も
活

発
化
し
て
き
て
お
り
、
す
で
に
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
霧
島
ジ

オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
定
へ
向
け
、
本
格

的
に
着
手
す
る
１
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
選
択
と
集
中
を
基
本
に
市
政

を
進
め
、
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ

テ
イ
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
と

と
も
に
、
突
発
的
な
災
害
に
即
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
万
全
の
備
え
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
１
年
が
、
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
長

2
0
1
2 と

い
っ
た
広
域
連
携
に
よ
る
活
動
も
活

げ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
か
ら
市
議
会
の
活
動
に
対
し

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
早
く

も
２
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
議
会
で
は
市

政
の
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
活
発
な
議
論
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
市
政
の
発
展
と
市
民
の
皆

様
の
福
祉
の
向
上
に
最
善
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
は
、
昨
年
３
月

の
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
円
高
も
重
な
り
、
経
済

状
況
が
一
層
悪
化
す
る
な
ど
、
雇
用
や

生
活
な
ど
に
不
安
の
あ
る
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
一
昨
年
の
口
蹄
疫
の
影
響
も

消
え
な
い
う
ち
に
、
約
３
０
０
年
ぶ
り

に
新
燃
岳
が
噴
火
し
、
市
民
生
活
を
は

じ
め
、
商
工
業
や
農
業
な
ど
市
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
多
大
な
影
響
の
あ
っ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

新
都
城
市
が
誕
生
し
て
７
年
目
を
迎

え
、
都
城
市
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
合
併
合
意
に
基
づ
く
各
事
業
を

は
じ
め
、
災
害
復
旧
や
景
気
・
雇
用
対

策
、
都
市
基
盤
整
備
、
医
療
や
福
祉
お

よ
び
教
育
の
充
実
な
ど
、
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
身
近
な
議
会
、

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

今
後
も
引
き
続
き
、
地
方
主
権
時
代
に

お
け
る
議
会
の
役
割
を
十
分
認
識
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
が
質
お

よ
び
量
と
も
に
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

い
る
今
日
、
効
率
的
な
議
会
運
営
の
下
、

議
会
の
権
能
と
独
自
性
を
発
揮
し
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多
く
、
実
り
あ

る
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

都
城
市
議
会
議
長
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４月
都城志布志道路　五十町－梅北間が開通

2
0
1
1
年
は
、

1
月
に
新
燃
岳
が
爆
発
的
噴
火
を
し

降
灰
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
中
、

土
石
流
に
よ
る
二
次
被
害
を

警
戒
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
3
月
11
日
に

東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
。

自
然
の
驚
異
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
人
々
の
「
絆
」、

つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
１
年
で
し
た
。

ま
た
、
都
城
志
布
志
道
路
の

一
部
開
通
や
、

子
育
て
を
応
援
す
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
、

市
立
美
術
館
の
開
館
30
周
年
、

た
ち
ば
な
天
文
台
の

開
館
20
周
年
な
ど

歴
史
と
明
る
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る

1
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

２
０
１
１
年
の
主
な
出
来
事

１
月

◎
新
燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
に
爆
発
的
噴
火

２
月

◎
新
燃
岳
の
火
山
灰
を
原
料
に
陶
器
を
作
製

３
月

◎ 

宇
都
野
晄

あ
き
らさ

ん（
陶
芸
家
）、み
や
ざ
き
の
匠
に

選
ば
れ
る

◎ 

横
山
博
志
さ
ん（
都
城
大
弓
）、松
元
博
美
さ

ん（
さ
つ
ま
絣が

す
り

）、県
伝
統
工
芸
士
に
選
ば

れ
る

◎ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生

４
月

◎
都
城
志
布
志
道
路　
五
十
町

-

梅
北
間
開
通

◎ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

５
月

◎
都
城
盆
地
博
覧
会
（
ボ
ン
パ
ク
）
開
催

◎ 

ご
当
地
グ
ル
メ
「
都
城
焼
き
肉
三ざ

ん
ま
い昧

炭
火

定
食
」
が
完
成

６
月

◎
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
開
催

７
月

◎
キ
ッ
ズ
ボ
ン
パ
ク
開
催

８
月

◎ 

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
（
福
島
県
開
催
）

で
、
都
城
商
業
高
校
、
高
城
高
校
の
吹
奏

楽
部
と
福
島
県
の
高
校
生
が
協
演

◎ 

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
災
害
支

援
協
定
を
締
結

９
月

◎
西
中
学
校
弓
道
部
全
国
制
覇
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２月
西岳地区除灰ボランティア活動

５月
都城焼き肉三昧炭火定食が完成

10月
市立美術館開館30周年

１月
新燃岳の噴火

園田玲
り く

久くん（左）
山元優

ゆうせい

征くん（右）
あこがれていた
金メダリストの
吉田沙保里選手
に指導してもら
い、思い出に残る
年でした。また、
九州大会で優勝
できたので、今年
も優勝を目指し
て頑張りたいで
す。

九州少年少女レスリング
選手権大会で優勝

南九州大学人間発達学部
子ども教育学科 1年

東日本大震災の被災地で支
援活動に参加（JA青年部）

都城観光レディー

10月
たちばな天文台開館20周年

11月
総合防災訓練

８月
国土交通省九州地方整備局と災害支援協定締結

吉川萌
も え

江さん、横山優
ゆ み

美さん、浜崎志
し お り

桜里さん
昨年は、観光レディーの仕事を通して市内で開
催されている多くのイベントを知ることができま
した。今年は、接遇などの勉強もしてもっとたく
さんの人に喜んでもらいたいです。

松山龍二さん
被災地支援は、
仕事との両立が
難しく大変でし
たが、家族やたく
さんの人の協力
で実現すること
ができました。現
地では子どもた
ちの笑顔に逆に
元気をもらいま
した。

川﨑俊
とし

枝
え
さん

昨年、南九州大
学に入学。将来､
保育士の資格を
取って児童養護
施設で子どもと
関わる仕事に就
きたいと考えて
います。今年は、
夢に向かって頑
張ります。

上丸梨
り さ

沙さん
　　魁

かい

斗
と
くん

昨年は、結婚、出
産と忙しい１年
でしたが、子ども
を授かることで
幸せを感じるこ
とができました。
今年は、楽しみ
ながら子育てを
して、子どもには
元気に育って欲
しいです。

街頭

世界で70億人目の赤ちゃん
誕生（10月31日生）

10
月

◎
た
ち
ば
な
天
文
台
開
館
20
周
年

◎
都
城
市
観
光
レ
デ
ィ
ー
決
定

◎
風
力
発
電
機
、
モ
ン
ゴ
ル
で
生
産
開
始

◎ 

都
城
島
津
邸
伝
承
館
企
画
展
「
柳
川
立
花

家
と
島
津
家
」
開
催

◎ 

市
立
美
術
館
開
館
30
周
年
記
念
「
素
顔
の

佐
伯
祐
三
と
山
田
新
一
展
」
開
催

◎
世
界
の
人
口
が
70
億
人
を
突
破

11
月

◎ 

曽
於
市
や
霧
島
市
と
口
蹄
疫
な
ど
の
防
疫

対
策
に
関
す
る
協
定
を
締
結

◎
県
内
最
高
齢　
胡
摩
ケ
野
ス
ミ
エ
さ
ん
死
去

◎ 

都
城
商
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

春
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
を
決
め
る

◎ 

新
燃
岳
噴
火
災
害
を
想
定
し
た
総
合
防
災

訓
練
を
開
催

12
月

◎ 

菓
子
野
町
で
玄
室
が
2
室
あ
る
地
下
式
横

穴
墓
が
見
つ
か
る
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市では、皆さんの納めた税金がどのように使われているかをお知らせ
するため、年２回財政状況を公表しています。今回は、平成22年度
の決算状況と平成23年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ
一般会計・特別会計について　財政課　☎23-2113
水道事業について　　　水道局業務課　☎23-4510

平成22年度決算状況 平成22年度末市債の状況
会　計　名 歳　入 歳　出 起債残高 交付税措置額 実質負担額
一 般 会 計 750億6,981万円 725億6,078万円 779億6,447万円 530億8,354万円 248億9,713万円 

特別会計

食肉センター 1億8,937万円 1億8,937万円 9億1,523万円 9億1,523万円 
下水道事業 30億5,488万円 30億5,488万円 238億8,035万円 114億2,430万円 124億5,605万円 
国民健康保険 214億9,969万円 214億5,766万円
後期高齢者医療 15億9,261万円 15億7,092万円
公設地方卸売市場事業 7,348万円 7,348万円 1億3,619万円 1億3,619万円
老人保健 1,676万円 1,676万円
農業集落下水道事業 5億5,604万円 5億5,604万円 50億1,536万円 28億7,825万円 21億3,711万円
整備墓地 3,302万円 3,302万円 3億 307万円 3億 307万円
都市開発資金 278万円 278万円
工業用地造成事業 3億5,884万円 3億5,884万円 3億5,880万円 3億5,880万円
介護保険 132億6,185万円 132億6,136万円
御池簡易水道事業 4,419万円 4,212万円 230万円 115万円 115万円
簡易水道事業 3億1,773万円 3億1,415万円 6億8,106万円 1億4,566万円 5億3,540万円
電気事業 3,665万円 3,429万円
山之口総合交流活性化センター 8,014万円 8,014万円 1億7,005万円 1億7,005万円 0万円
高城健康増進センター等管理事業 1億8,391万円 1億8,391万円 3億 421万円 1億6,925万円 1億3,496万円 

合　計 413億 194万円 412億2,972万円 317億6,662万円 147億8,866万円 169億7,796万円 

企業会計 水道事業（収益的） 23億 935万円 19億3,264万円
93億 267万円 93億 267万円 

水道事業（資本的） 5億5,999万円 14億5,021万円

※交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとした額です。また、水道事業の資
　本的収支の不足額は、留保資金などで補てんしました

形式収支で25億903万円の黒字、平成23年度へ繰り越すべき財源を差し引いた
実質収支では11億3,173万円の黒字決算となりました。

平成22年度一般会計決算

歳出
決算総額
725億6,078万円

歳入
決算総額
750億6,981万円

民生費
239億129万円
33.0%

地方交付税
219億7,638万円
29.3%

市税
178億4,174万円
23.7%

国・県支出金
157億8,451万円
21.0%

市債
70億3,844万円
9.4%

繰入金
18億6,301万円
2.5%
諸収入

27億5,416万円
3.7%

その他
78億1,157万円
10.4%

公債費
101億7,528万円
14.0%

総務費
96億5,605万円
13.3%

教育費
59億5,257万円
8.2%

土木費
53億3,068万円
7.4%

農林水産業費
45億7,395万円
6.3%

衛生費
44億3,805万円
6.1%

商工費
27億6,419万円
3.8%

災害復旧費
23億4,776万円
3.2%

その他
34億2,096万円
4.7%

都城市の
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当初予算（702億4,000万円）と比較して、13億1,889万円の増となっています。

平成23年度一般会計予算（9月補正時点）

歳出総額
715億5,889万円

歳入総額
715億5,889万円

民生費
251億6,754万円
35.2%

地方交付税
196億9,415万円
27.5%

市税
173億6,195万円
24.3%

国・県支出金
139億4,098万円
19.5%

市債
70億2,872万円
9.8%

諸収入
23億2,297万円
3.3%
繰入金

47億4,789万円
6.6%

その他
64億6,223万円
9.0%

公債費
94億2,792万円
13.2%

総務費
81億7,219万円
11.4%

農林水産業費
62億8,981万円
8.8%

土木費
61億729万円
8.5%

衛生費
51億1,231万円
7.1%

教育費
47億6,825万円
6.7%

商工費
23億7,923万円
3.3%

その他
41億3,435万円
5.8%

【
歳
入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税
や
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
国
が
地
方
へ
再
配
分

す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
の
目
的
の
事
業
に
充
て
る
た
め

の
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財
源
と
な

る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会
計

間
の
資
金
の
や
り
と
り

【
歳
出
】

■
民
生
費
／
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
の
福
祉

全
般
の
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

■
総
務
費
／
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、
市
庁
舎
管
理
な
ど
の

経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

の
経
費

■
土
木
費
／
道
路
や
公
園
整
備
、
住
宅
管
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費
／
農
業
や
林
業
、
水
産
業
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
や
保
健
衛
生
な
ど
の
経
費

■
一
般
会
計
／
道
路
整
備
や
ご
み
収
集
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計

■
特
別
会
計
／
介
護
保
険
事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
収
入
（
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で
そ
の
仕

事
の
支
出
を
賄
う
会
計

■
企
業
会
計
／
そ
の
仕
事
自
体
に
収
益（
使
用
料
）が
あ
り
、

そ
の
収
益
で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計

■
形
式
収
支
・
実
質
収
支
／
形
式
収
支
は
歳
入
決
算
総
額

か
ら
歳
出
決
算
総
額
を
差
し
引
い
た
額
、
こ
れ
か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
も
の
が
実
質
収
支

用 語 解 説

平成22年度一般会計決算額の市民１人当たりに使われた額は、43万738円です。
主な経費の市民１人当たりの決算額の内訳は次の通りとなっています。

民生費　141,884円

公債費　　60,403円

総務費　　57,321円

教育費　　　35,336円

土木費　　　31,644円

農林水産費　27,152円

衛生費　26,345円

商工費　16,409円

その他　34,244円

市民１人当たりの決算額と主な経費の内訳
市民１人当たりの

決算額

430,738円

※平成23年４月１日現在の推計人口168,457人で算出
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入
学
当
時
、
将
来
の
目
標
は
特
に
決

め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も

１
年
生
で
は
、
総
合
的
に
学
べ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
科

目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で

は
、
環
境
保
全
に
関
わ
る
仕
事
に
就
く

こ
と
が
目
標
で
す
。
こ
の
大
学
の
最
大

の
特
徴
は
、
環
境
で
す
。
誰
と
で
も
気

軽
に
話
せ
る
伸
び
伸
び
と
し
た
環
境
で

学
べ
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
声

比ひ

嘉が　

律
子
さ
ん（
沖
縄
県　

読よ
み

谷た
ん

村
）

　

南
九
州
大
学
は
地
方
の
大
学
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
物
価
も
安
く
ま
た
、

治
安
も
い
い
の
で
安
心
し
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
で
は
、
高
校
か
ら
造
園
を
専

攻
し
て
い
て
、
将
来
、
造
園
関
係
の
仕

事
に
就
く
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
４
年
間
の
学
生
生
活
で
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
、
た
く
さ
ん
の
友
人
を
得
て

大
き
く
成
長
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

伸
び
伸
び
と
し
た
環
境
で

学
ん
で
い
ま
す

環境園芸学科２年
松田　藍

あい

さん
（横市町）

移転と新学部の設置が完了し、都城キャンパス開設から２年半あまり
が経過した南九州大学。現在、環境園芸学部環境園芸学科と人間発達
学部子ども教育学科に520人の学生が在籍しています。市内や全国各
地から集まった学生たちは、アットホームな雰囲気の中、学業やサー
クル活動など、大学生活を楽しんでいます。また、大学では、市民向
けのチャレンジ運動教室や各種講座を開催するなど、開かれた大学へ
の取り組みも行っています。
◎問い合わせ　南九州大学　☎21－2111　経営戦略課　☎23－2115 南九州大学は、

こんな大学です

南
九
州
大
学

お
い
で
よ
！
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子ども教育学科
宮内　孝 准教授
　本学科では、市民
向けの子育て相談や
親子の工作教室、運
動教室などを開催し
ています。そこに学
生たちを参加させ、

より実践的な教育を行っています。就
職支援のために毎週開催する「夢を叶
える塾」では、１年生から卒業後の進
路目標をしっかりもってもらうための
学習にも取り組んでいます。卒業時に
は、保育士資格と幼稚園教諭、小学校
教諭の１種免許が取得でき、地域に貢
献できる人材の育成を目指しています。

環境園芸学科
山口　雅

まさ

篤
あつ

 教授
　全国には 54 大学
に農学系の 72 学部
があります。特に園
芸を主体とする本学
科は、国内有数の農
業地帯である都城地

域の自然や人との触れ合いの中で、学生
の人間形成を図りながら、この分野の専
門職業人を育成しています。現在は全国
から３学年、約330人の学生が園芸や造
園、自然、バイオなど、特色のある６つ
の専攻に分かれ、付属農場や学内の各施
設で学問に励んでいます。

子ども教育学科
チャレンジ
運動教室

運動が苦手な子どもとその保護者が対象の教室
幼児・児童１・２年生対象（募集時期は５月と９月）

子育て支援 子育てや親子関係などに関する相談
相談日は毎週木曜日（要予約 ☎21－2111）

うたごえ広場 学生や地域住民、教職員参加の音楽会
毎月最終金曜日（変更あり）の18：00 ～（自由参加）

環境教育講演会 環境についての講演会の実施（自由参加）

教育シンポジウム 学生、地域住民、教職員参加の学力向上につい
ての講演会（自由参加）

環境園芸学科

エバーグリーン
セミナー

南九州大学市民講座
園芸の基礎などを学ぶ
市民講座（定員30人）
事前申し込みが必要

学部学科紹介

　

人
と
関
わ
る
仕
事
に
就
く
の
が
夢

で
、
こ
の
学
科
を
選
び
ま
し
た
。
南
九

州
大
学
で
は
１
年
生
の
時
か
ら
入
門
ゼ

ミ
で
、
専
門
課
程
の
先
生
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
る
の
で
、
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
支
援
地
域
活
動
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
運
動
教
室
」
で
は
、
直
接
子
ど
も
の

指
導
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
も

魅
力
で
、
将
来
目
標
と
す
る
仕
事
に
も

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
声

山
元　

芳
伸
さ
ん
（
早
水
町
）

　

南
九
州
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
都
城

市
に
誕
生
し
た
教
育
系
の
学
部
に
魅
力

を
感
じ
た
か
ら
で
す
。
入
学
前
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
校
の
教
育

方
針
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
子
ど
も
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
確

認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
距
離
の
通

学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
家
計
の
面
で

も
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

子ども教育学科２年
小田　拓也さん
（一万城町）

目
標
と
す
る
仕
事
に
役
立
つ
こ
と

が
学
べ
ま
す

市民を対象にしたイベント・講座

　市民を対象としたイベントや講座
を多数開催しています。また、南九
州大学の図書館や学生食堂は、市民
の皆さんも利用できます。

　都城キャンパスは、本市と南九州大学の公私協力で設置
されました。それに伴い、次のいずれかに該当する大学の
合格者は、入学金の全額25万円が免除されます。
①都城地区の高等学校卒業者、または卒業見込みの人
②市民または市民の子ども

都城地区入学金免除制度

市民に開かれた大学を目指しています
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１月25日㈬～3月15日㈭までです！

月　日 時　間 地　区 場　所
小
松
原
地
区

１月25日
㈬

9:30～12:00
前田町、平江町、北原町、
大王町、栄町、小松原町、
宮丸町

小松原地区
公民館

13:00～16:00 志比田町

祝
吉
地
区

１月26日
㈭

9:30～12:00 上郡元、南郡元

祝吉地区
公民館

13:00～16:00 郡元一～四丁目、神之山町、年見町

１月27日
㈮

9:30～12:00 祝吉一～三丁目、祝吉町、千町、上川東一～四丁目

13:00～16:00 早水町、立野町、下川東一～四丁目

妻
ケ
丘
地
区

１月26日
㈭

9:30～12:00 妻ケ丘町、若葉町、菖蒲原町

妻ケ丘地区
公民館

13:00～16:00 上東町、東町、天神町、中原町、花繰町

１月27日
㈮

9:30～12:00 上長飯町

13:00～16:00 一万城町、広原町

志
和
池
地
区

１月30日
㈪

9:30～12:00 丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺

志和池地区
公民館

13:00～16:00 薄谷、谷頭

１月31日
㈫

9:30～12:00 下水流２、下水流３、麓

13:00～16:00 下水流１、平原、岩満、崎田

２月１日
㈬

9:30～12:00 上水流東、上水流中、森田

13:00～16:00 上水流西、荒ヶ田、吉行

沖
水
地
区

２月２日
㈭

9:30～12:00 都北町

沖水地区
公民館

13:00～16:00 太郎坊町、吉尾町

２月３日
㈮

9:30～12:00 高木町

13:00～16:00 金田町

西
岳
地
区

２月６日
㈪

9:30～12:00 高野町、田野の一部 西岳地区
公民館13:00～16:00 美川町

２月13日
㈪

10:00～12:00 田野、武床、猪子石 折田代営農
研修館13:00～15:30 折田代、御池町

10:00～12:00 牛之脛 旧夏尾
保育児童館13:00～15:30 馬渡、御池町

横
市
地
区

２月７日
㈫

9:30～12:00 南横市町

横市地区
公民館

13:00～16:00 蓑原町

２月８日
㈬

9:30～12:00 都原町

13:00～16:00 横市町

五
十
市
地
区

２月９日
㈭

9:30～12:00 南鷹尾町、久保原町

五十市地区
公民館

13:00～16:00 五十町、大岩田町

２月10日
㈮

9:30～12:00 鷹尾一～五丁目

13:00～16:00 平塚町、今町

月　日 時　間 地　区 場　所

庄
内
地
区

２月28日
㈫

9:30～12:00 関之尾町

庄内地区
公民館

13:00～16:00 宮島、今屋

２月29日
㈬

9:30～12:00 東区、千草

13:00～16:00 町区、西区

３月１日
㈭

9:30～12:00 平田、馬場

13:00～16:00 莇、今平、内場、源野

中
郷
地
区

３月５日
㈪

10:00～12:00 尾平野 石原営農
研修館13:00～15:30 石原

３月６日
㈫

9:30～12:00 東豊満、西豊満、高野原

中郷地区
市民交流
センター

13:00～16:00 大薗、益貫、麓

３月７日
㈬

9:30～12:00 上安久、下安久、大浦

13:00～16:00 川内、雄児石、女橋

３月８日
㈭

9:30～12:00 藤田、正応寺

13:00～16:00 嫁坂、払川

姫
城
地
区

３月13日
㈫

9:30～12:00 早鈴町、甲斐元町、松元町

コミュニティ
センター

13:00～16:00 都島町、西町、上町

３月14日
㈬

9:30～12:00 下長飯町

13:00～16:00 中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町
予
備
日
３月15日
㈭

9:30～12:00
本庁管内予備日 コミュニティ

センター13:00～16:00

月　日 時　間 地　区 場　所

山

之

口

地

区

２月14日
㈫

9:30～12:00 麓１～４区、下平

山之口地区
公民館

13:00～16:00 野上、五反田、六十田、田原

２月15日
㈬

9:30～12:00 街区１～５、西向原１～３、 向原東１・２・３・７

13:00～16:00 西向原５～ 10、川内、前方

２月16日
㈭

9:30～12:00 正近１～６、桑原１、乗平

13:00～16:00 桑原２、中原、富吉団地、桑原３（中島、新地、田島）

２月17日
㈮

9:30～12:00 東、原田、飯起

13:00～16:00 榎木、上森

３月５日
㈪

9:30～11:00 永野 永野営農
研修館

13:00～15:30 天神、五十山、飛松 青井岳営農
研修館

３月９日
㈮

9:30～12:00
予備日（山之口町全域） 山之口地区

公民館13:00～16:00

事務処理の迅速化を図るため、本庁・山之口・高城管内の受け付けは担当職員が事務処理の迅速化を図るため、本庁・山之口・高城管内の受け付けは担当職員が
合同で行います。期間中は管内の全職員が申告会場に出向きますので、各庁舎で合同で行います。期間中は管内の全職員が申告会場に出向きますので、各庁舎で
の受け付けはできません。また、山田・高崎管内ではそれぞれの期間中、申告会の受け付けはできません。また、山田・高崎管内ではそれぞれの期間中、申告会
場だけの受け付けとなりますので、注意してください。場だけの受け付けとなりますので、注意してください。
※12時～13時は受け付け休止※12時～13時は受け付け休止
　なお、確定申告をする人は、市・県民税の申告は必要ありません。　なお、確定申告をする人は、市・県民税の申告は必要ありません。
◎問い合わせ
　市民税課　　　　　　　☎23-2123
　山之口総合支所財務課　☎57-3111
　高城総合支所財務課　　☎58-2311
　山田総合支所財務課　　☎64-1111
　高崎総合支所財務課　　☎62-1111

市
・
県
民
税
の

申
告
を

お
忘
れ
な
く農業などの事業所得がある人は、事前

に、必ず経費の計算をしてから申告会
場に来てください。計算していない場
合は、計算後に受け付けますので、順
番が前後する場合があります。

営業・農業・不動産所得のある皆さんへ

●申告の受け付けは
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月　日 時　間 地　区 場　所

高

城

地

区

２月20日
㈪

9:30～12:00 第17自治公民館

高城農村
環境改善
センター

13:00～15:30 第14自治公民館
２月21日
㈫

9:30～12:00 第13自治公民館
13:00～15:30 第16自治公民館

２月22日
㈬

9:30～12:00 第15自治公民館（田尾１・２・３、新生、田尾上団地）

13:00～15:30 第15自治公民館（宮平、木ノ下、旭、親和、宮平住宅）
２月20日
㈪

9:30～12:00 第９自治公民館

高城地区
公民館
石山分館

13:00～15:30 第11自治公民館
２月21日
㈫

9:30～12:00 第12自治公民館 （１、２）
13:00～15:30 第12自治公民館（３、４、５、６）

２月22日
㈬

9:30～12:00 第10自治公民館（１、２、３、４）

13:00～15:30 第10自治公民館（５、６、７、８、９）

２月23日
㈭

9:30～12:00 第３自治公民館（上の１、上の２、上の３）、第４自治公民館

高城
生涯学習
センター

13:00～16:00 第３自治公民館（下の１、下の２）、第５自治公民館

２月24日
㈮

9:30～12:00 第１自治公民館（高城原１・２・３・４、大久保１・２・３、春日）

13:00～16:00
第１自治公民館（立喰１・２、
春日住宅、宮銀住宅）、第２
自治公民館

２月27日
㈪

9:30～12:00 第６自治公民館第８自治公民館（１、２、３）

13:00～16:00 第７自治公民館第８自治公民館（４、５、６）

３月５日
㈪

9:30～12:00 第18自治公民館第19自治公民館 様ヶ野営農
研修館

13:00～15:00 新第19自治公民館第20自治公民館
３月９日
㈮

9:30～12:00
予備日（高城町全域） 高城生涯学習

センター13:00～16:00

月　日 時　間 地　区 場　所

山

田

地

区

２月８日
㈬

9:30～11:30 西栫 山田
総合福祉
センター
（けねじゅ苑）

13:00～16:00 瀬之口、百原、中村
２月９日
㈭

9:30～11:30 脇之馬場
13:00～16:00 長谷

２月13日
㈪

9:30～11:30
牛谷、万ヶ塚

瀬茅公民館
13:00～16:00

２月14日
㈫

9:30～11:30
瀬茅

13:00～16:00
２月16日
㈭

9:30～11:30 田中

田中公民館13:00～16:00 和田上
２月17日
㈮

9:30～11:30 修行、倉平
13:00～16:00 毘砂丸

２月20日
㈪

9:30～11:30 石風呂
平山公民館

13:00～16:00 上椎屋、平山
２月21日
㈫

9:30～11:30 下是
下是公民館

13:00～16:00 浜之段、上是
２月23日
㈭

9:30～11:30 大古川

大古川公民館
13:00～16:00 竹脇

２月24日
㈮

9:30～11:30
北田、池之原

13:00～16:00
２月29日
㈬

9:30～11:30 谷二

農業者
トレーニング
センター

13:00～16:00 谷一
３月１日
㈭

9:30～11:30
谷五

13:00～16:00
３月２日
㈮

9:30～11:30 谷三・六・七
13:00～16:00 谷八・九

３月５日
㈪

9:30～11:30 山内一

山内一公民館
13:00～16:00 山内二

３月６日
㈫

9:30～11:30
古江

13:00～16:00
３月８日
㈭

9:30～11:30

予備日（山田町全域） 山田総合
センター

13:00～16:00
３月９日
㈮

9:30～11:30
13:00～16:00

月　日 時　間 地　区 場　所

高

崎

地

区

２月８日
㈬

9:00～11:00 谷川

前田児童館

13:00～15:00 町倉
２月９日
㈭

9:00～11:00 割付
13:00～15:00 栗巣、杉倉

２月10日
㈮

9:00～11:00 迫間
13:00～15:00 山神原、野平

２月13日
㈪

9:00～11:00 轟、小牧

江平地区
農村改善
センター

13:00～15:00 鵜戸、塚原
２月14日
㈫

9:00～11:00 炭床
13:00～15:00 木下

２月15日
㈬

9:00～11:00
吉村

13:00～15:00
２月16日
㈭

9:00～11:00
温水

13:00～15:00
２月20日
㈪

9:00～11:00 竹元、崎山 笛ヶ水教育
集会所13:00～15:00 後平、椎屋

２月21日
㈫

9:00～11:00
横谷

縄瀬地区
活性化
センター

13:00～15:00
２月22日
㈬

9:00～11:00
蔵元

13:00～15:00
２月23日
㈭

9:00～11:00
三和

13:00～15:00
２月24日
㈮

9:00～11:00
共和

13:00～15:00
２月27日
㈪

9:00～11:00 松ヶ水流
東霧島地区
多目的
集会所

13:00～15:00 権堀
２月28日
㈫

9:00～11:00 田中
13:00～15:00 東

２月29日
㈬

9:00～11:00 原村

総合支所
２階
大会議室

13:00～15:00 牟礼水流、新生
３月１日
㈭

9:00～11:00 柏木
13:00～15:00 田平

３月５日
㈪

9:00～11:00
下新田

13:00～15:00
３月６日
㈫

9:00～11:00
上新田

13:00～15:00
３月７日
㈬

9:00～11:00 高坂
13:00～15:00 旭

３月８日
㈭

9:00～11:00 荒場
13:00～15:00 上勢西

３月９日
㈮

9:00～11:00 中央団地
13:00～15:00 鍋

①16歳未満の扶養親族の扶養控除（33万円）が廃止
されます。非課税限度額の算定に必要ですので、
扶養親族申告を行ってください。また、確定申告
する人は申告時に行ってください。勤務先で年末
調整している場合は必要ありません
※廃止に伴い、同居の特別障がい者がいる場合、特
別障害者控除額が23万円加算されます
②16歳～19歳未満の特定扶養親族の扶養控除の上乗
せ部分（12万円）が廃止され、扶養控除の額が33
万円になります

●期　間　２月16日㈭～３月15日㈭
　　　　　９時～ 16時　※土・日曜日は除く
●場　所　ウエルネス交流プラザ
　　　　　　※駐車場は隣接するウエルネスパーキング
　　　　　　　を利用ください（入庫から３時間無料）
●問い合わせ
　都城税務署　☎22-4377（自動音声案内）

平成24年度 住民税の主な改正内容

所得税・消費税・贈与税の申告
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温
か
な
光
と
音
の
調
べ
に
包
ま
れ
て

プ
ラ
ザ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

　

温
か
な
光
で
中
心
市
街
地
を
華
や
か

に
彩
る
プ
ラ
ザ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

点
灯
式
が
11
月
19
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

消
費
電
力
を
抑
え
る
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
増

や
し
た
り
、
点
灯
時
間
を
１
時
間
短
縮

し
た
り
す
る
な
ど
、
エ
コ
に
も
配
慮
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
眺
め
た

り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
聞

き
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
海
老
原

め
ぐ
み
さ
ん
（
蔵
原
町
）
は
「
光
と
音

が
調
和
し
て
い
て
、
別
世
界
に
来
た
感

じ
が
し
ま
す
」
と
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

政
治
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

第
３
回
女
性
議
会

　

女
性
の
視
点
か
ら
市
政
へ
の
意
見
を

述
べ
る
女
性
議
会
が
11
月
15
日
、
市
議

会
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

般
公
募
と
推
薦
で
選
ば
れ
た
市
内
の
女

性
６
人
が
登
壇
。
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
給
食
な
ど
に

つ
い
て
、
次
々
と
質
問
し
ま
し
た
。
南

九
州
大
学
と
地
域
と
の
関
わ
り
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
質

問
し
た
松
尾
伊
津
子
さ
ん
（
広
原
町
）

は
「
活
動
す
る
自
分
た
ち
の
思
い
を
話

す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
夢
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

趣
向
を
凝
ら
し
た
自
慢
の
が
ね
ず
ら
り

Ｇ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
環
霧
島
決
勝
大
会

　

郷
土
料
理
「
が
ね
」
の
味
を
競
う
Ｇ

１
グ
ラ
ン
プ
リ
環
霧
島
決
勝
大
会
が
11

月
20
日
、
滝
の
駅
せ
き
の
お
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
霧
島
連
山
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
た
こ
と

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
本

市
を
は
じ
め
小
林
市
や
霧
島
市
、
曽
於

市
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
。
訪
れ
た
来

場
者
ら
は
独
自
の
材
料
や
味
付
け
な
ど

で
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
が
ね
」
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
友
人
の
応
援
に

来
た
竹
永
和
代
さ
ん
（
志
布
志
市
）
は

「
ど
の
チ
ー
ム
も
お
い
し
い
で
す
が
、

や
っ
ぱ
り
友
達
が
作
る
の
が
一
番
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

風
に
乗
り
盆
地
の
空
を
散
歩

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会

　

優
雅
な
飛
行
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る

南
九
州
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
大
会
が
11

月
６
日
、
金
御
岳
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
九
州
各
地
か
ら
愛
好
家
ら

22
人
が
出
場
。
参
加
者
ら
は
離
陸
台
か

ら
風
に
乗
っ
て
飛
び
立
ち
、
約
１
・
５
㌔

離
れ
た
着
地
点
に
ど
れ
だ
け
正
確
に
着

陸
で
き
る
か
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、

山
頂
の
観
客
ら
は
眼
下
の
景
色
を
眺
め

た
り
、
飛
び
立
つ
瞬
間
を
カ
メ
ラ
に
収

め
た
り
し
て
空
の
祭
典
を
楽
し
み
ま
し

た
。
今
季
初
出
場
の
大
森
由よ

し
ふ
さ総

さ
ん（
福

岡
市
）
は
「
祭
り
的
な
盛
り
上
が
り
は

ほ
か
に
な
い
。
雲
海
も
き
れ
い
だ
っ
た
」

と
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ま ちのの話 題
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大
事
な
人
と
過
ご
す
ひ
と
と
き

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村

　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し

村
が
12
月
３
日
、
山
田
第
２
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
車
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
る
音
声
を
聞
き
な
が
ら
、
車

中
で
映
画
を
鑑
賞
で
き
る
と
あ
っ
て
、

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
に
人
気
の
こ
の

企
画
。
会
場
に
は
約
１
６
０
台
、
約

５
０
０
人
が
訪
れ
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

人
気
ア
ニ
メ「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」な
ど
２
作

品
を
見
た
り
、
映
画
の
合
間
に
行
わ
れ

る
抽
選
会
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。
実
行
委
員
長
の
大
村
正
和
さ
ん
は

「
口
蹄
疫
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
昨
年
。

こ
の
企
画
で
ま
ち
が
元
気
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
復
興
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

新
燃
岳
噴
火
災
害
に
備
え
防
災
訓
練

都
城
市
合
同
防
災
訓
練

　

市
民
や
関
係
機
関
が
参
加
し
た
合
同

防
災
訓
練
が
11
月
27
日
、
折
田
代
農
村

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
震
や
土
石

流
に
加
え
、
新
燃
岳
の
噴
火
災
害
を
想

定
し
た
初
の
訓
練
。
特
設
の
テ
ン
ト
で

は
応
急
救
護
訓
練
が
行
わ
れ
、
三
角
巾

を
使
っ
た
手
当
て
の
訓
練
に
西
岳
地
区

の
住
民
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

警
察
官
や
自
衛
隊
員
ら
が
、
土
砂
に
埋

ま
っ
た
車
や
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
被
災

者
を
救
出
す
る
訓
練
を
手
際
よ
く
行
い

ま
し
た
。
炊
き
出
し
訓
練
に
参
加
し
た

高
野
マ
キ
子
さ
ん（
吉
之
元
町
）は「
油

断
は
禁
物
。
再
噴
火
に
備
え
ま
す
」
と

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

力
作
ず
ら
り
山
之
口
の
文
化
祭

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口

　

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之

口
が
12
月
４
日
、
山
之
口
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
和
紙
ち
ぎ
り
絵
や
書
道
な
ど

地
域
住
民
に
よ
る
力
作
が
ず
ら
り
と
並

び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
麓
小
学
校
人
形
サ

ー
ク
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
、
人
形
浄
瑠

璃
を
披
露
。
今
回
は
物
語
を
進
行
す
る

義
太
夫
役
に
も
児
童
が
初
め
て
挑
戦
し

ま
し
た
。
義
太
夫
役
を
務
め
た
山
下

帝た
い
し
ん臣
く
ん
と
大
田
健
太
郎
く
ん
は
「
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。

３
月
の
定
期
公
演
の
い
い
準
備
が
で
き

た
」
と
満
足
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

免
許
皆
伝
！ 

年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り

　

庄
内
町
の
も
ち
な
が
邸
周
辺
で
12
月

11
日
、
庄
内
新
そ
ば
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
庄
内
町
で
、
そ
ば
の
産
地
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
か
ら

８
年
目
の
今
年
。
会
場
は
、
そ
ば
粉
や

手
打
ち
そ
ば
な
ど
を
求
め
て
た
く
さ
ん

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年

越
し
そ
ば
打
ち
教
室
に
は
、
定
員
を
上

回
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の
そ
ば
粉
を
使
っ
て
、

そ
ば
打
ち
を
楽
し
み
ま
し
た
。
松
本
礼ら
い

那な

さ
ん
（
郡
元
町
）
は
「
生
地
の
硬
さ

や
水
の
加
減
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

家
で
も
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
自
信
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

M iyakonojo City Topics
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昨
年
の
11
月
３
日
、
２
年
ぶ
り
５
回

目
の
全
日
本
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

宮
崎
県
大
会
の
優
勝
を
決
め
、
１
月
５

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
（
春
校

バ
レ
ー
）
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
宮

崎
県
立
都
城
商
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
（
部
員
数
23
人
）。
そ
の
顧
問
を

務
め
る
の
が
宮
ノ
下
雄
司
さ
ん
（
南
鷹

尾
町
・
51
歳
）
で
す
。

　

宮
ノ
下
さ
ん
は
、
教
師
歴
24
年
。
都

城
商
業
高
校
に
赴
任
し
て
以
来
15
年
間
、

教
師
と
し
て
、
ま
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
熱
血
監
督
と
し
て
、
生
徒
と
保

護
者
か
ら
の
信
頼
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

元
々
は
、
中
学
校
の
保
健
体
育
の
教

師
と
し
て
採
用
さ
れ
た
宮
ノ
下
さ
ん
。

中
学
生
の
時
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
、
選
手
と
し
て
は
出
場
の
夢
を
果
た

せ
な
か
っ
た
春
校
バ
レ
ー
に
、
監
督
と

し
て
出
場
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
高

校
の
体
育
教
師
の
採
用
試
験
を
受
験
し

直
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

宮
ノ
下
さ
ん
の
こ
の
10
年
間
の
生
活

は
、
学
校
や
自
身
が
管
理
運
営
す
る
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
寮
と
自
宅
を
慌

た
だ
し
く
行
き
来
す
る
ハ
ー
ド
な
毎
日
。

そ
の
た
め
、「
妻
と
二
人
の
子
ど
も
の
理

解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
と
て
も
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
家
族
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

宮
ノ
下
さ
ん
が
、
自
分
に
も
ま
た
選

手
に
対
し
て
も
、
厳
し
い
姿
勢
で
練
習

に
臨
む
理
由
は
、「
選
手
た
ち
に
勝
利
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
の
思
い

と
と
も
に
、
苦
し
い
練
習
に
耐
え
た
３

年
間
の
経
験
を
、
卒
業
後
の
心
の
支
え

に
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
で
す
。

　

宮
ノ
下
さ
ん
が
掲
げ
る
守
備
力
が
特

徴
の
チ
ー
ム
で
臨
む
春
校
バ
レ
ー
の
目

標
は
、
ず
ば
り
「
ベ
ス
ト
８
」。
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
に
あ
し
ら
っ
た
桜
が
開
花
す
る

よ
う
、
今
日
も
厳
し
い
表
情
で
選
手
た

ち
と
向
き
合
い
ま
す
。

熱
意
・
創
意
・
誠
意

　
　
　

宮
崎
県
立
都
城
商
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問

宮
ﾉ
下 

雄
司
さ
ん

宮ノ下さんと３年生の宮ノ下さんと３年生の
バレーボール部員バレーボール部員

※
こ
の
記
事
の
内
容
は
、
12
月
に
取
材
し
た
も
の
で
す
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新
燃
岳
の
形
成
は
約
１
万
７
千
年
前

の
韓
国
岳
の
形
成
と
前
後
し
て
お
り
、

１
万
５
千
年
前
に
は
火
山
体
が
完
成
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
歴
史
時
代
以
前
の
数
度
の

噴
火
を
除
く
と
数
千
年
は
火
山
活
動
が

穏
や
か
で
、
火
山
活
動
の
再
開
は
江
戸

時
代
で
あ
り
、
残
さ
れ
て
い
る
記
録
の

中
で
最
大
の
噴
火
が
１
７
１
６
年
〜

１
７
１
７
年
の
享
保
時
代
の
噴
火
で
す
。

　

都
城
島
津
家
史
料
の
「
年
代
実
録
」

で
は
「
両
部
岳
の
噴
火
を
機
に
『
新
燃
』

と
呼
ぶ
」
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
、
こ

の
噴
火
を
機
に
「
新
燃
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
、
日
豊

本
線
が
通
る
曽
於
市
は
大
隅
半
島
の
北

の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
地
域
で
す
。

　

そ
の
大
隅
大
川
原
駅
か
ら
下
流
部
３

㌔
に
わ
た
る
大
川
原
峡
は
、
大
川
原
峡

キ
ャ
ン
プ
場
を
は
じ
め
、
悠
久
の
森
、

曽
於
八
景
の
一
つ
で
あ
る
桐
原
の
滝
や

三
連
轟と

ど
ろ

の
滝
な
ど
自
然
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
大
川
原
峡
の
河
川
に
見
ら
れ

る
溶
結
凝
灰
岩
は
、
約
34
万
年
前
の
加

久
藤
火
砕
流
に
よ
り
で
き
た
も
の
で

す
。
自
然
に
洗
掘
さ
れ
た
造
形
美
が
見

ら
れ
る
大
小
の
滝
と
甌
穴
、
水
遊
び
や

魚
釣
り
が
で
き
る
穴
場
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
自
然
体
験
が
で
き
る
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
で
一
番
高
い
白
鹿
岳
は
、

百
武
彗
星
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
有

名
で
す
。
白
鹿
岳
は
、
北
に
霧
島
山
、

南
西
に
桜
島
と
錦
江
湾
、
鹿
児
島
市
が

　

ま
た
、藩
が
編
さ
ん
し
た
「
年
代
記
」

や
「
古
今
山
之
口
記
録
」
な
ど
か
ら
、

こ
の
噴
火
に
よ
り
け
が
人
33
人
、
消

失
し
た
家
屋
６
０
４
軒
、
死
ん
だ
牛
馬

４
０
５
頭
、
田
畑
の
損
害
６
、２
４
０
町

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
や
、
現
在

は
な
い
国
分
松
永
川
か
ら
土
石
流
が
発

生
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
１
７
１
７

年
正
月
以
降
に
特
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
高
原
や
高
崎
の
住
民
が
都
城
市
や

三
股
町
、
小
林
市
に
避
難
し
、
全
員
が

戻
っ
た
の
は
２
年
後
の
１
７
１
９
年
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

復
旧
作
業
に
つ
い
て
も
、
降
灰
除
去

の
作
業
従
事
者
に
藩
か
ら
「
夫ぶ

飯は
ん

（
手

当
）」
を
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
望
で
き
る
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
整
備
事
業
を

活
用
し
、
平
成
12
年
度
か
ら
平
成
13
年

度
に
か
け
て
、展
望
台
、天
体
観
測
デ
ッ

キ
な
ど
を
設
置
し
た
白
鹿
岳
森
林
公
園

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

同
公
園
は
大
パ
ノ
ラ
マ
が
望
め
る
こ

と
か
ら
来
場
者
も
多
く
今
後
の
利
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ぼくの名前は

キリッチだよ！

火
山
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
新

燃
岳
の
起
源
と
、
最
大
と
い
わ
れ
て

い
る
享
保
の
噴
火
に
関
す
る
記
録
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課　

☎
23

－

２
１
１
５

曽
於
市
の
「
大
川
原
峡
」
と
曽
於
市

で
一
番
高
い
「
白し

ら

鹿が

岳だ
け

」
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

曽
於
市
財
部
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
０
９
８
６

－

72

－

０
９
３
８

「
両
部
岳
」
の
噴
火
を
機
に
「
新
燃
」
と

呼
ぶ
と
い
う
記
録
＝
享
保
期
の
噴
火
が
新

燃
岳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
『
年
代
実
録
』（
都
城
島
津
家
史
料
） 

ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
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暮らしの情報
平
成
24
年
度
市
役
所
臨
時
・
嘱
託
職
員

　

勤
務
開
始
の
時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
。

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

①
月
額
14
万
円
程
度　

　
　
　
　

②
③
日
額
７
、２
０
０
円

●
定
員　

①
②
③
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

市
内
の
公
立
保
育
所

●
勤
務　

①
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
45
分
（
週
35
時
間
）

②
③
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１
日
７
時

間
45
分
（
②
週
38
時
間
45
分
、
③
週
20
時

間
程
度
）

※ 

週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、

土
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
母
子
生
活
支
援
施
設
・
宿
直
業
務
】

●
対
象　

宿
直
勤
務
が
可
能
な
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
、５
０
０
円
程
度

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

都
城
市
母
子
生
活
支
援
施
設

　
（
南
鷹
尾
町
）

●
勤
務　

21
時
〜
翌
８
時
30
分

　
　
　
　
（
週
21
時
間
）

【
野
生
猿
被
害
防
止
監
視
員
】

●
対
象　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
は
不
可
）
を
持
つ
人
で
高
城
、
山
之

口
、
高
崎
の
地
理
に
詳
し
い
人

●
賃
金　

日
額
５
、８
８
０
円

●
定
員　

２
人

●
勤
務
地　

本
庁
・
総
合
支
所
管
内

●
勤
務　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
（
週
38
時
間
45
分
）

【
老
人
ホ
ー
ム
①
調
理
師
、
②
介
護
業
務
、

③
夜
間
介
護
・
宿
直
業
務
】

●
対
象　

①
調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
人

②
③
介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資
格
を

有
す
る
人

●
賃
金　

①
②
月
額
14
万
６
、３
０
０
円

程
度　

③
月
額
16
万
５
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

●
勤
務
地　

高
城
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
園

●
勤
務　

①
６
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１

日
７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

②
７
時
30
分
〜
18
時
の
う
ち
１
日
７
時
間

30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

①
②
と
も
に
週
休
２
日
、
交
代
に
よ
る

早
出
、
遅
出
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
出
勤
あ
り

③
17
時
55
分
〜
翌
８
時
55
分
の
う
ち
１
日

７
時
間
30
分
（
週
37
時
間
30
分
）

※ 

週
休
２
日
、
夜
間
介
護
と
宿
直
の
交
代

勤
務
、
シ
フ
ト
勤
務
に
よ
り
土
・
日
曜

日
の
出
勤
あ
り

【
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務
】

●
対
象　

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
11
万
８
、３
０
０
円
程
度

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

有
水
幼
稚
園
（
高
城
町
）

●
勤
務　

平
日
13
時
〜
18
時　

第
１
・
３
・

５
土
曜
日
の
８
時
〜
18
時
（
週
30
時
間
）

【
高
城
郷
土
資
料
館
受
付
・
整
理
業
務
】

●
対
象　

歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
）
の
操
作
が
で

き
る
人

●
賃
金　

月
額
10
万
円
程
度

●
定
員　

１
人

●
勤
務
地　

高
城
郷
土
資
料
館

●
勤
務　

８
時
40
分
〜
17
時
10
分

　
　
　
　
（
週
30
時
間
）

※ 

月
17
日
勤
務
、月
曜
日
は
原
則
週
休
日
、

土
・
日
曜
日
の
出
勤
あ
り

【
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
】

●
対
象　

読
書
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

●
賃
金　

月
額
６
万
５
、０
０
０
円
程
度

●
定
員　

３
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
中
学
校

●
勤
務　

９
時
〜
14
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
20
時
間
）

【
一
般
事
務
・
学
校
事
務
】

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー

ド
）
の
操
作
が
で
き
る
人

●
賃
金　

①
月
額
９
万
７
、５
０
０
円（
一

般
事
務
）
〜
10
万
円
（
学
校
事
務
）

②
日
額
５
、８
８
０
円
（
一
般
事
務
）

●
定
員　

①
②
と
も
に
若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
・
各
総
合
支
所
管
内

●
勤
務　

①
９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日

の
週
30
時
間
）
②
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

162012.1



は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

【
１
Ｄ
Ｋ
】（
本
庁
）
蓑
原
（
１
戸
）

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
そ
の
他　

申
し
込
み
資
格
や
家
賃
な
ど

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、（
本
庁
）

西
之
前
〔
車
椅
子
〕、
宮
丸
西
（
山
之
口
）

※
花
木
第
４
、飯
起
、富
吉（
高
城
）※
春
日
、

第
２
軍
神
原
、
田
尾
上
、
石
山
（
高
崎
）

※
前
田
は
、
随
時
受
け
付
け
中
（
先
着
順
）

※
印
は
単
身
入
居
可
能
で
す
。
単
身
入
居

申
請
に
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、

生
活
保
護
受
給
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
な
ど
の
条
件
が
必
要

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

【
一
万
城
ア
イ
リ
ス
】

●
内
容
・
募
集
戸
数　

３
Ｄ
Ｋ　

７
戸

●
家
賃　

初
年
度
４
万
７
、０
０
０
円　

【
特
賃
中
央
住
宅
（
高
崎
町
）】

●
内
容
・
募
集
戸
数　

４
Ｄ
Ｋ　

１
戸

●
家
賃　

初
年
度
３
万
９
、０
０
０
円　

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈬
か
ら
随
時
受

け
付
け
。

●
そ
の
他　

家
賃
は
、
毎
年
１
、０
０
０

円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。
申
込
資
格
な
ど

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

　
　
　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　
　
　

☎
62

－

１
１
１
１

【
一
般
事
務
な
ど
（
身
体
障
が
い
者
）】

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
て
、
自
力
で
通
勤
が
可
能
で
介
護

者
な
し
に
勤
務
が
で
き
る
人

●
賃
金　

月
額
９
万
７
、５
０
０
円
（
一

般
事
務
）
〜
10
万
円
（
学
校
事
務
）

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務
地　

本
庁
・
各
総
合
支
所
管
内

●
勤
務　

９
時
〜
16
時
（
月
〜
金
曜
日
の

週
30
時
間
）

【
特
別
支
援
教
育
支
援
員
】

●
対
象　

特
別
支
援
教
育
に
興
味
が
あ
る

人
（
教
員
免
許
保
持
者
ま
た
は
介
護
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
優
遇
）

●
賃
金　

日
額
６
、４
０
０
円

●
定
員　

５
人
程
度

●
勤
務
地　

市
内
の
小
中
学
校

●
勤
務　

７
時
50
分
〜
16
時
20
分

（
月
〜
金
曜
日
の
週
38
時
間
45
分
）

　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
と
資

格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
へ

持
参　

☎
23

－

２
１
１
９

施
設
見
学
会
（
史
跡
巡
り
編
）

●
日
時　

２
月
16
日
㈭

９
時
30
分
出
発　

16
時
帰
着
予
定 

●
集
合
時
間
・
場
所　

９
時
25
分
、
都
城

運
動
公
園
野
球
場
駐
車
場
（
妻
ケ
丘
町
）

●
行
程　

正
応
寺
跡
（
安
久
町
）
↓
黒
尾

神
社
（
旧
神
柱
宮
、
梅
北
町
）
↓
今
町
一

里
塚　

↓
都
城
跡
（
都
島
町
）
↓
川
の
駅

（
昼
食
）
↓
真ま

め

だ
米
田
遺
跡
発
掘
現
場
（
高

城
町
）
↓
石
山
観
音
寺
（
高
城
町
）
↓
牧

之
原
古
墳
群（
高
城
町
）↓
文
化
財
課（
発

掘
遺
物
の
展
示
・
整
理
作
業
見
学
）

●
定
員　

38
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
者
の

み
２
月
９
日
㈭
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

●
費
用　

１
０
０
円（
１
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参　

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
２
月
２
日
㈭
ま
で
に
秘
書
広

報
課
（
〒
885

－

８
５
５
５
）
へ
郵
送
。
１

枚
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可
（
代
表

者
に
は
、
◎
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

市
営
住
宅
（
空
家
）
入
居
者

●
一
般
世
帯

【
３
Ｄ
Ｋ
】（
本
庁
）
志
比
田
（
１
戸
）、

宮
丸
西
（
７
戸
）、
菓
子
野
（
２
戸
）

（
山
之
口
）
飯
起
（
１
戸
）（
高
城
）
第
２

軍
神
原
（
２
戸
）、
石
山
（
２
戸
）、
田
尾

上
（
１
戸
）（
山
田
）
谷
頭
五
班
第
２
（
１

戸
）、
脇
之
馬
場
（
１
戸
）（
高
崎
）
中
央

（
５
戸
）、
高
崎
駅
前
（
１
戸
）

【
３
Ｋ
】（
本
庁
）
神
田
（
２
戸
）（
高
城
）

※
春
日（
２
戸
）（
山
田
）西
栫
第
２（
３
戸
）

【
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】（
山
之
口
）花
木
第
１（
１
戸
）

【
２
Ｋ
】（
本
庁
）
※
都
原
（
４
戸
）

（
山
之
口
）
花
木
第
４
（
１
戸
）

●
60
歳
以
上
の
世
帯　
【
２
Ｄ
Ｋ
】（
本
庁
）

内
堀
（
１
戸
）、
中
道
（
１
戸
）
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暮らしの情報
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

●
広
告
の
位
置　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

●
募
集
枠
数　

６
枠（
位
置
指
定
は
不
可
）

●
規
格　

①
サ
イ
ズ
：
縦
55
ピ
ク
セ
ル
×

横
１
７
０
ピ
ク
セ
ル

②
デ
ー
タ
容
量
：
10
㌔
バ
イ
ト
以
内

③
形
式
：
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

●
掲
載
料　

 

１
カ
月
１
万
５
、７
５
０
円

（
消
費
税
込
み
）

●
期
間　

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
３
カ

月
単
位
で
、
最
長
12
カ
月

●
締
め
切
り　

２
月
29
日
㈬

※ 

都
城
市
広
告
掲
載
要
綱
の
規
定
に
よ
り

掲
載
で
き
な
い
場
合
あ
り

　

市
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、バ
ナ
ー
広
告
原
稿（
デ

ー
タ
）
と
会
社
概
要
が
分
か
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
添
え
て
秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

女
性
消
防
団
員

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
や
保
育
園
な

ど
を
訪
問
し
、
防
火
啓
発
活
動
を
行
な
う

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
要
件　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
女
性

　

危
機
管
理
課　

☎
23

－

２
１
２
９

市
営
墓
地
の
利
用
者

●
墓
地
名　

西
墓
地
・
南
墓
地
・
北
墓
地
・

川
東
墓
地
・
川
東
新
墓
地

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
９
日
㈭

※ 

使
用
区
画
は
申
込
数
に
関
わ
ら
ず
、
後

日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
そ
の
他　

応
募
条
件
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
随
時
受
け
付
け
中
の
墓
地
あ
り

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。直
接
、環
境
政
策
課
ま
で（
印
鑑
不
要
）

☎
23

－

２
１
３
０

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

●
場
所　

高
城
運
動
公
園
周
辺

【
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

●
期
日　

３
月
24
日
㈯

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円

【
マ
ラ
ソ
ン
の
部
】

●
期
日　

３
月
25
日
㈰

●
種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
、
10
㌔

の
部
、
５
㌔
の
部
、
３
㌔
の
部

●
参
加
料　
　

３
、０
０
０
円

（
小
・
中
学
生
は
１
、０
０
０
円
）

　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
都
城
さ
く
ら

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
・
Fax 

58

－

５
５
１
４

小
・
中
・
高
生
春
休
み
海
外
派
遣

●
日
程　

３
月
25
日
㈰
〜
４
月
５
日
㈭

　
　
　
　

10
日
〜
12
日
間

●
派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
ほ
か

●
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
英
語
研
修
な
ど

●
対
象　

小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

●
参
加
費　

29
万
８
、０
０
０
円
〜

※ 

派
遣
先
に
よ
り
対
象
な
ど
が
異
な
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

（http://w
w
w
.kskk.or.jp

）

　

２
月
６
日
㈪
ま
で
に
㈶
国
際
青
少

年
研
修
協
会　

☎
03

－

６
４
５
９

－

４
６
６
１

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
、

家
庭
教
育
振
興
大
会
（
無
料
）

　

子
育
て
や
人
権
教
育
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

１
月
20
日
㈮　

10
時
〜

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

聖せ
い

和わ

短
期
大
学
非
常
勤
講
師

仲
島
正ま

さ
の
り教

さ
ん
に
よ
る
講
演　

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

２
月
２
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

歌
と
と
も
に

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

祝
吉
地
区
名
所
め
ぐ
り

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

●
日
時　

２
月
12
日
㈰　

８
時
15
分
受
付

※
雨
天
時
は
19
日
㈰
に
延
期

●
集
合
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館
駐
車
場

●
行
程　

約
３
㌔
の
部
、
７
㌔
の
部

●
参
加
料　

１
人
に
つ
き
１
０
０
円

●
持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、
飲
料
、
帽

子
、
健
康
保
険
証
（
写
し
）

●
そ
の
他　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
祝
吉
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
祝
吉
地
区

公
民
館
内
）
☎
23

－

２
８
９
０

　
都
城
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
促
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

都
城
志
布
志
道
路
の
建
設
促
進
の
た

め
、
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
３
市
１
町
が

合
同
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
２
日
㈭

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

基
調
講
演
や
医
療
・
畜
産
・
港

湾
・
観
光
に
関
す
る
意
見
発
表

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
０
９
０

男
性
介
護
者
の
つ
ど
い（
無
料
）

　

介
護
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
男
性

な
ら
で
は
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
28
日
㈯　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象　

男
性
で
介
護
を
し
て
い
る
人

※ 

要
介
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
。
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
世
話
を
し
ま
す

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
都
城
地
区
会

☎
23

－

３
９
１
９

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

心
と
か
ら
だ
の
健
康
教
室

　

参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

２
月
10
日
㈮

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
か
ら
だ
の
健
康
教
室
（
無
料
）】

●
種
目　

①
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ　

②
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル　

③
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス　

④
笑
い
ヨ
ガ　

⑤
ス
テ
ッ
プ
体
操
＆

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●
時
間　

①
②
③
は
９
時
30
分
〜
10
時
30

分
、
④
⑤
は
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

※ 

参
加
者
は
、
血
圧
・
体
脂
肪
率
な
ど
の

測
定
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

【
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
講
演
会
】

●
時
間　

13
時
〜

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順　

●
費
用　

１
、０
０
０
円

※ 

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

な
ど
を
や
る
気
に
さ
せ
る
の
に
効
果
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
で
す

　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

☎
23

－

２
０
０
１

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

健
康
ラ
イ
フ
教
室

　

40
歳
〜
64
歳
の
人
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所
・
内
容

２
／
２
㈭　

14
時
〜
16
時

市
役
所
南
別
館
４
階
第
１
会
議
室

「
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
」

２
／
13
㈪　

９
時
30
分
〜
13
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

「
食
事
で
予
防
す
る
（
調
理
実
習
）」

２
／
28
㈫　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
室

「
自
宅
で
継
続
で
き
る
運
動
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

●
定
員　

各
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
参
加
費　

無
料　

※ 

調
理
実
習
に
は
、
参
加
費
１
０
０
円
が

別
途
必
要

●
そ
の
他　

今
年
度
の
ラ
イ
フ
教
室
を
受

講
し
た
人
は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

２
月
10
日
㈮　

９
時
30
分
〜

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

19 Miyakonojo City Public Relations 2012.1



暮らしの情報
都
城
市
教
育
委
員
会
主
催

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

全
４
回
の
短
期
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員

に
達
し
な
い
場
合
は
、
開
催
し
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
〜
20
人

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時
・
締
切

簡
単
ヨ
ガ

中
央
公
民
館　

毎
週
木
曜
日
（
２
／
２
㈭
〜
） 

10
時
〜
11
時
30
分　

締
切
１
／
22
㈰

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
ク
＆
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

毎
週
日
曜
日
（
２

／
12 

㈰
〜
）
９
時
30
分
〜
11
時　

締
切
２
／
２
㈭

健
康
体
操

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　

第
２
・
３
木
曜
日
（
２
／
９
㈭
〜
） 

　

10
時
〜
11
時
30
分　

締
切
１
／
29
㈰

② 

祝
吉
地
区
公
民
館　

毎
週
木
曜
日
（
２
／
２

㈭
〜
） 

10
時
〜
11
時
30
分　

締
切
１
／
22
㈰

③ 

横
市
地
区
公
民
館　

第
２
・
３
木
曜
日
（
２

／
９
㈭
〜
） 

13
時
〜
14
時
30
分　

締
切
１
／
29
㈰

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

小
松
原
地
区
公
民
館　

毎
週
月
曜
日
（
２
／
20 

㈪
〜
）
19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

締
切
２
／
10
㈮

和
紙
人
形
作
り
（
ひ
な
人
形
）

祝
吉
地
区
公
民
館　

毎
週
月
曜
日
（
２
／
６
㈪

〜
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

締
切
１
／
27
㈮

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

２
／
８
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

チ
ョ
コ
フ
ラ
ン
ス
、
セ
サ
ミ
ブ
ラ
ン

２
／
22
㈬　

10
時
〜
13
時
30
分　
　

豆
乳
黒
豆
ブ
レ
ッ
ト
、
く
る
み
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」

●
定
員　

12
人

●
費
用　

２
、５
０
０
円

※
材
料
費
、
軽
食
・
飲
み
物
代
含
む

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSA

K
U
RA

」　

☎
58

－

２
０
８
８

雛
人
形
陶
芸
教
室

●
日
時　

２
月
２
日
㈭
〜
６
日
㈪

９
時
〜
15
時
（
所
要
時
間
約
１
時
間
）

●
場
所　

竹
楽
館
（
高
城
町
）

●
内
容　

雛
人
形
の
置
物
の
制
作

●
費
用　

１
、０
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
を

対
象
に
、
介
護
に
必
要
な
知
識
な
ど
を
学

ぶ
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
日
頃
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
４
日
㈯

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
内
容　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
　
　
　

河
野
丈
一
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演

　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
都
城
地
区
会

☎
23

－

３
９
１
９

※ 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
で
は
、
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
相
談

に
秘
密
厳
守
で
応
じ
て
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

人
権
相
談

●
日
程
・
場
所

２
／
７
㈫
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈭
※
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
10
㈮
高
城
総
合
支
所

２
／
12
㈰
※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

2
／
14
㈫
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

10
時
〜
15
時　

※
２
月
９
日
㈭

は
10
時
〜
12
時
、
12
日
㈰
は
11
時
〜
15
時

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０
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は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

２
月
１
日
㈬
・
15
日
㈬　

18
時
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

12
人
程
度　

※
要
予
約

●
内
容　

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

－

３
２
４
０

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室
（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
無
料
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

２
／
２
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
９
㈭
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

２
／
16
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
23
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
時
間　

14
時
〜
17
時   

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

【
無
料
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
／
22
㈬

高
城
老
人
福
祉
館

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
６
人

　

社
会
福
祉
協
議
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
25

－

８
３
４
９

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

２
／
２
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ
ふ
れ
あ
い
の
里

２
／
３
㈮　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

志
和
池
地
区
公
民
館

２
／
16
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
／
28
㈫　

13
時
〜
14
時

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
、
消
費
生

活
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

１
月
20
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

全
国
一
斉

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

　

家
族
や
学
校
、職
場
の
悩
み
に
つ
い
て
、

臨
床
心
理
士
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

１
月
29
日
㈰　

９
時
〜
17
時

　

宮
崎
県
臨
床
心
理
士
会

　
　

☎
０
８
０

－

４
２
７
６

－

３
４
０
１

　
　

☎
０
９
０

－

８
３
５
０

－

３
４
０
２

一
日
中
小
企
業
相
談
会

●
日
時　

２
月
14
日
㈫　

13
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館
２
階

　

商
業
観
光
課　

☎
23

－

２
９
８
３

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

２
／
２
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

２
／
２
㈭　

10
時
〜
12
時

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

２
／
４
㈯　

10
時
〜
12
時　

山
之
口
総
合
支
所

２
／
８
㈬　

10
時
〜
12
時　

五
十
市
地
区
公
民
館

２
／
10
㈮　

10
時
〜
12
時　

高
城
総
合
支
所　

２
／
14
㈫　

10
時
〜
12
時　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

２
／
16
㈭　

９
時
〜
12
時　

中
央
公
民
館

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

　
子
ど
も
の
健
康
診
査

●
受
付
時
間　

13
時
〜
13
時
30
分

【
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
】

●
日
程
・
場
所

２
／
14
㈫
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

２
／
15
㈬

【
３
歳
児
健
康
診
査
（
３
歳
６
カ
月
）】

●
日
程
・
場
所

２
／
１
㈬
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
／
７
㈫
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

２
／
８
㈬

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４
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暮らしの情報
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
22

－

１
６
５
９

１
／
23
㈪　

10
時
〜　
「
ふ
た
ご
の
会
」

双
子
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
交
流
会

１
／
30
㈪　

10
時
〜　

２
歳
以
上
の
親
子

で
お
正
月
遊
び
を
楽
し
も
う
！

１
／
31
㈫　

10
時
〜　

子
育
て
講
座
「
歯

に
つ
い
て
」
検
診
と
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
57

－

３
２
９
８

１
／
24
㈫　

10
時
〜　

出
前
保
育　
　
　

「
下
富
吉
地
区
体
育
館
で
遊
ぼ
う
！
」

１
／
27
㈮　

10
時
30
分
〜　
　
　
　
　
　

高
齢
者
施
設
慰
問
「
ひ
ば
り
苑
」

２
／
７
㈫　

13
時
30
分
〜　
　
　
　
　
　

マ
マ
の
た
め
の
体
操
「
ユ
ル
ユ
ル
」

２
／
８
㈬　

13
時
30
分
〜　
「
マ
タ
ニ
テ
ィ

教
室
」
妊
婦
さ
ん
の
疑
問
や
不
安
を
み
ん

な
で
話
し
て
解
決
し
ま
し
ょ
う

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
64

－

３
１
７
１

１
／
25
㈬　

10
時
〜　
　
　
　
　
　
　
　

「
12
・
１
月
生
ま
れ
誕
生
会
」

２
／
２
㈭　

10
時
〜　
　　
　
　
　
　
　
　

豆
ま
き
会　

※
要
申
し
込
み
。
会
費
あ
り

２
／
９
㈭　

10
時
〜「
に
こ
に
こ
教
室
」　

簡
単
手
作
り
お
も
ち
ゃ
・
季
節
の
小
物
作
り

※ 

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
す
く
す
く
」

●
日
時　

２
月
２
日
㈭　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

高
校
生
と
一
緒
に
豆
ま
き

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

子
供
１
人
に
つ
き
１
０
０

円　

※
要
申
し
込
み

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
58

－

６
８
０
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防

　

日
頃
か
ら
う
が
い
と
石
け
ん
に
よ
る

手
洗
い
で
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
で
、
体
力
や
免
疫
力
を
高
め

ま
し
ょ
う
。
感
染
し
た
ら
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
な
ど
し
て
周
り
に
う
つ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
課　
　

☎
23

－

２
７
６
５

粗
大
ご
み
な
ど
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
搬
入
規
制
期
間
は
個
人
、
業
者
に

か
か
わ
ら
ず
、
草
・
木
類
、
せ
ん
定
く

ず
、
粗
大
ご
み
（
木
製
家
具
、
畳
、
じ

ゅ
う
た
ん
、
事
業
系
の
布
団
な
ど
）
の

搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
再
利
用
可
能
な

木
製
家
具
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎

36

－

３
９
０
０
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

※ 

こ
の
期
間
以
外
で
も
搬
入
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
搬
入
の
際
は
必

ず
電
話
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

国
の
教
育
ロ
ー
ン
一
日
相
談
会

　

高
校
・
大
学
・
各
種
学
校
な
ど
の
教

育
資
金
を
対
象
と
し
た
、
国
の
教
育
ロ

ー
ン
に
つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

●
日
時　

２
月
７
日
㈫　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階

●
内
容　

融
資
額
や
返
済
期
間
な
ど
の

相
談

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
宮
崎
支
店　

　
　

☎
０
９
８
５

－

23

－

３
２
７
４

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
一

斉
に
、
全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象

に
事
業
内
容
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
今
後
の
雇
用
対

策
や
商
店
街
活
性
化
な
ど
の
施
策
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
調
査
員
が
、

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
事
業
所
や
企
業
に

訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
２

月
１
日
㈬
か
ら
回
収
し
ま
す
の
で
調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
員
は
必
ず
「
調
査
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
政
策
課　

☎
23

－

２
５
６
２

口
座
振
替
済
通
知
書
の
廃
止

　

こ
れ
ま
で
、
市
税
・
保
険
税
・
保
険

料
・
使
用
料
な
ど
を
口
座
振
替
で
納
付

し
た
人
に
、
口
座
振
替
済
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
発
送
経
費
の
節

減
や
紙
使
用
量
を
削
減
す
る
た
め
、
平

成
24
年
１
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

※ 

車
検
該
当
車
両
の
所
有
者
の
み
に
口

座
振
替
済
通
知
書
「
継
続
車
検
用
」

を
送
付
し
ま
す

●
口
座
振
替
結
果
の
確
認
方
法　

預
貯

金
通
帳
の
記
載
内
容
で
確
認
く
だ
さ
い

　
【
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
】

納
税
課　

☎
23

－

２
１
２
６

【
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
保

険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23

－

７
１
４
４

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23

－

２
５
９
６

【
保
育
料
】
保
育
課　

☎
23

－

４
８
９
４

【
住
宅
使
用
料
】　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
対
す
る
公
費
助
成

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
は
、
３
月
31
日
㈯
ま
で
に
終

了
の
見
込
み
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る

人
で
、
未
接
種
の
人
は
早
め
の
接
種
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

中
学
１
年
生
〜
高
校
生
１

年
生
相
当

※ 

高
校
２
年
生
相
当
の
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
９
月
ま
で
に
１
回
目

を
接
種
し
た
人
が
対
象

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

222012.1



は申し込み先、 は問い合わせ先の略です

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
1/29
㈰

瀬ノ口医院（内・消） 25 - 5155

冨田医院（内・小） 23 - 4586

あきづき医院（内・心内）36 - 0534

野口脳神経外科（脳外科）47 - 1800

とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） 52 - 1135

ふたみ眼科（眼） 38 - 5532

園田鷹尾歯科医院 23 - 9564
2/5
㈰

山内小児科（小） 22 - 0048

しげひらクリニック（内）27 - 5555

佐々木医院（内） 62 - 1103

仮屋外科（外・胃・内・肛）25 - 7712

姉川医院（皮・泌） 22 - 2205

吹上耳鼻科（耳鼻） 21 - 4133

タケザキ歯科 23 - 9012
2/11
㈯

村上クリニック（循・内）25 - 2700

黒松病院（内） 38 - 1120

海老原内科（内・小） 64 - 1211

西平外科（外・胃） 25 - 5551

花房医院（泌） 25 - 1177

くぼた眼科（眼） 26 - 3100

タケザキデンタルクリニック 23 - 8110
2/12
㈰

柳田病院（小・内） 22 - 4862

下長飯クリニック（外・内）39 - 0800

坂田医院（内・消・胃） 51 - 2003

橘病院（整） 23 - 7236

はまだクリニック（外・胃・肛）45 - 2266

西元眼科（眼） 25 - 8888

とほく歯科医院 38 - 4188

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎23 - 5555、歯科医師会は☎25 - 4100）
で確認してください

◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

1/29 ㈰ 姫城、サンエイ、すずかけ、つかさ
大光、都北町

2/ 5 ㈰ みどり、しびた、薬研調剤、友愛
2/11 ㈯ アート、たかお
2/12 ㈰ 東町、ひかり、オレンジ、中原町

求
職
者
支
援
制
度

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目
指
す
「
求
職

者
支
援
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
主
な
対
象
者　

①
雇
用
保
険
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人

② 

雇
用
保
険
受
給
中
、
再
就
職
に
結
び

付
か
ず
支
給
終
了
と
な
っ
た
人

③ 

雇
用
保
険
の
加
入
期
間
が
足
り
ず
に

給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
人

④
自
営
廃
業
者
の
人
な
ど

●
制
度
内
容　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
職

業
相
談
を
通
じ
て
、
職
業
訓
練
（
受
講

料
は
無
料
、テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

を
受
講
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
人
は
、
訓
練
期
間
中
、
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
で
き
ま
す

　

宮
崎
労
働
局
求
職
者
支
援
室

　
　

☎
０
９
８
５

－

38

－

８
８
３
８

庁
舎
物
品
の
売
却
（
入
札
）

　

事
務
改
善
で
使
用
し
な
く
な
っ
た
物

品
な
ど
を
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
２
日
㈭　

９
時
〜
15
時

　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

※ 

落
札
者
に
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
物
品
な
ど
の
運
搬
は
、
落
札

者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

●
場
所　

市
役
所
東
館
７
階
大
会
議
室

●
物
品
の
種
類　

保
管
庫
（
観
音
開
き

戸
、
引
き
違
い
戸
、
ガ
ラ
ス
戸
）、
Ａ

判
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
Ｂ
判
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト（
引
き
出
し
２
段
、引
き
出
し
３
段
）、

脇
机
ほ
か

※ 
同
時
に
、
フ
ァ
イ
ル
用
品
の
即
売
を

行
い
ま
す

　

契
約
課　

☎
23

－

２
６
６
９

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以

みやざき医療ナビ

上
60
歳
未
満
の
人
に
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
前
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国

民
年
金
資
格
取
得
届
書
で
、
必
ず
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
加
入
す
る

と
年
金
機
構
か
ら
基
礎
年
金
番
号
を
記

載
し
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
は
、
年
金
手
続
き
に
必
要
な

の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
年
金
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
時
に
遺
族
基
礎
年
金
や
障

害
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
加
入
届
け
出
や
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
受
給
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
や
収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保

険
料
が
納
付
困
難
な
人
は
、
猶
予
や
免

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課　

☎
23

－

２
６
２
９

都
城
年
金
事
務
所　

☎
23

－

２
５
７
１

都
城
市
都
市
計
画
道
路
見
直
し

　

本
市
の
目
指
す
将
来
都
市
像
の
実
現

に
向
け
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を

実
施
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
ま
し

た
。
今
後
、
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
都

市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と
合
わ
せ

て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
公
表
の
場
所　

都
市
計
画
課
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
東
館
２
階
）、

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
能

　

都
市
計
画
課　

☎
23

－

２
７
６
２
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都み
や
こ
の
じ
ょ
う城

五い
つ
く
ち口

人に
ん
ず
う数

一
綴　

江
戸
時
代

　

江
戸
時
代
の
都
城
領
に
は
、
す
で
に
行

政
区
分
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
領
主

館
の
あ
る
中
心
部
を
麓
と
呼
び
、
そ
の
周

辺
に
大
岩
田
・
来
住
・
鷹
尾
・
中
尾
・
弓ゆ

場ば

田た

の
五
口
、
そ
し
て
梅
北
・
安
永
・
山

田
・
志
和
池
・
野
々
美
谷
・
梶
山
の
六ろ

く

外と

城じ
ょ
う

と
い
う
よ
う
に
分
け
ら
れ
、
お
の
お
の
に

地
頭
と
い
う
行
政
の
長
が
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
形
は
現
在
の
行
政
区
域
と
ほ
ぼ
重

な
り
ま
す
。
と
い
う
よ
り
は
、
江
戸
時
代

の
行
政
区
分
が
今
に
生
き
て
い
る
と
い
っ

た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
都
城
五
口
人
数
」
は
、
江
戸
時
代
初
め

ご
ろ
に
あ
っ
た
、
そ
の
「
五
口
」
に
居
住

す
る
武
士
た
ち
の
氏
名
を
記
し
た
も
の
で
、

来
住
口
86
人
、
大
岩
田
口

37
人
、中
尾
口
48
人
、鷹
尾

口
74
人
、弓
場
田
口
35
人
、

総
数
２
８
０
人
の
名
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
４
０
０

年
前
の
行
政
や
そ
こ

に
住
ん
だ
武
士
の
様

子
を
う
か
が
う
こ
と

の
で
き
る
貴
重
な
史

料
で
す
。 都

城
島
津

都城市立図書館　●休館日／1月23日・30日、2月2日・6日・11日・13日 ●開館時間／9：30 ～18：50
高城図書館　　　●休館日／1月24日・31日、2月7日・11日・14日　　　  ●開館時間／9：30 ～18：00

図
書
館
だ
よ
り

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22
-0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58
-4
2
2
4

◎
問
い
合
わ
せ

1
月
23
日→

2
月
15
日

「
お
屋
敷
散
歩
」

内
田
青
蔵（
著
）小
野
吉
彦（
写
真
）河
出
書
房
新
社（
発
行
）

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
と
圧
倒
的
な
存
在
感
、
華
や
か

な
建
築
デ
ザ
イ
ン
で
人
を
魅
了
す
る
「
お
屋
敷
」。

本
書
で
は「
和
風
系
」「
洋
風
系
」「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
」

の
３
系
統
に
分
け
て
紹
介
。
さ
あ
、
お
屋
敷
散
歩

へ
出
掛
け
ま
し
ょ
う
！

今
月
の
お
す
す
め
の
本

「
ど
ん
ぶ
ら
ど
ん
ぶ
ら
七
福
神
」

み
き
つ
み
き（
文
）柳
原
良
平（
画
）こ
ぐ
ま
社（
発
行
）

ど
ん
ぶ
ら
、
ど
ん
ぶ
ら
波
分
け
て
、
ど
ん
ぶ
ら
ど
ん
ぶ

ら
宝
船
。
あ
れ
に
見
え
る
は
、
７
人
の
福
の
神
様
、

七
福
神
。
語
呂
の
いい
数
え
歌
と
、
明
る
く
楽
し
い
絵

で
み
ん
な
に
笑
顔
と
幸
せ
を
届
け
る
絵
本
で
す
。

「
父
さ
ん
の
手
紙
は
ぜ
ん
ぶ
お
ぼ
え
た
」

タ
ミ
・
シ
ェ
ム
＝
ト
ヴ（
作
）母
袋
夏
生（
訳
）岩
波
書
店（
発
行
）

10
歳
の
ユ
ダ
ヤ
人
少
女
は
家
族
と
離
れ
、
遠
い
村
の
医

者
の
家
に
あ
ず
け
ら
れ
た
。
心
の
支
え
は
、
ひ
そ
か

に
届
く
父
さ
ん
か
ら
の
手
紙
だ
っ
た
。
父
親
の
愛
情
あ

ふ
れ
る
絵
入
り
手
紙
と
と
も
に
、
戦
争
の
日
々
を
回

想
す
る
貴
重
な
ド
キ
ュメ
ン
ト
で
す
。

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
１
月
26
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　
●
２
月
４
日
㈯　

14
時
30
分
〜

　

内
容　

鬼
の
旅
（
オ
ラ
ン
ダ
童
話
）

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
28
日
㈯　

11
時
〜

児
童

青
少
年

一
般

選
挙
の
は
な
し 

9

　
　

  

投
票
に
行
か
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

投
票
は
、
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
一

番
身
近
で
、
大
切
な
機
会
で
す
。
投
票
に

行
か
な
け
れ
ば
、
将
来
の
暮
ら
し
に
自
分

た
ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
政
策
や
政

治
姿
勢
な
ど
を
判
断
し
、
ふ
さ
わ
し
い
と

思
う
人
を
自
分
の
意
思
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

み
ん
な
投
票
に
行
っ
て
る
の
？

　

年
々
、
選
挙
を
棄
権
す
る
人
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
傾
向
は
特
に
若
い

世
代
で
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
を
担
う
若
年
層
の
投
票
率
向
上
が
、
未

来
の
政
治
を
安
定
さ
せ
る
鍵
に
な
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
は
、
皆
さ

ん
が
民
主
主
義

の
真
の
担
い
手

と
な
る
た
め
の

第
一
歩
で
す
。

清
き
一
票
を
投

じ
る
こ
と
に
よ

り
政
治
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
23

－

７
８
６
４
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●
友
人
の
米
盛
さ
ん
と
介
助
犬
レ
イ
ク
が
特
集

で
紹
介
さ
れ
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
一

緒
に
街
を
歩
く
と
、
彼
ら
の
絆
の
深
さ
に
感

動
し
ま
す
。
彼
ら
が
住
み
や
す
い
社
会
に
な

っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
高
城
町　

コ
ッ
コ
さ
ん
）

●
ペ
ッ
ト
は
大
事
な
家
族
の
一
員
。
今
回
の
特

集
を
読
ん
で
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
確
認
が
で
き
ま
し

た
。

（
久
保
原
町　

R
・
K
さ
ん
）

●
う
っ
か
り
し
て
納
期
限
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て

か
ら
納
税
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
期
限

に
気
を
付
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
山
田
町　

A
・
M
さ
ん
）

●
児
童
虐
待
の
相
談
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し

た
。
２
月
に
出
産
を
控
え
て
い
ま
す
が
、
心

に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
子

育
て
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
町　

し
ゅ
ん
さ
ん
）

●
子
ど
も
を
持
つ
知
人
が
、
小
学
校
で
も
英
語

が
義
務
化
に
な
り
不
安
だ
と
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
A
L
T
が
語
学
指
導
を

し
て
く
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
よ
う
な
不

安
は
な
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
安
久
町　

S
S
さ
ん
）

中国の大学祭は、10 月から翌年 1月ぐらいまで
続く場合が多いです。いろんなコンテストや大会
があり、その中で人気が集まるコンテストはなん
と歌合戦、舞踊大会、アナウンサーコンテストで
す。ほかには弁論大会、コンピューター技術大会、
写真コンテスト、ポスターのデザインコンテスト、
エアロビクス大会、ジャンルを問わず特技を披露
するコンテスト、知識を競うコンテスト、合唱コ
ンクール、漫画展などなどです。細かいプログラ
ムは大学によって多少違いますが、大体はこのよ
うな大会が開催されます。
優勝した学生は大学から奨学金だけではなく、
単位ももらえます。大学はただ勉強するところで
はなく、才能を磨くところでもあります。大学祭
をきっかけにプロになる人もいます。
中国の大学祭には日本のようにブースを開設す
ることはないため、中国の大学でも取り入れたら
大学祭はもっと面白くなるんじゃないかなと思っ
ています。

QUIZ 国際交流員
のひとりごと

中国の大学祭紹介

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

■11月号クイズの結果【応募総数105通】
◎正解／①介助　②霧島　③焼肉

Vol.73

問　① 10月31日、世界の人口は、○○億人を超えたと
発表されました。

答  
問　② 都城商業高校女子バレー部の出場した○高バ

レー

答  
問　③ 平成23年を振り返って。あなたの一番のニュー

スは？（自由回答）

答  
今月号を読んでのわたしの一言

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

ク イ ズ広報

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者
か
ら
の
お
便
り

陶　婉悠さん（中国）Vol.3



  

POST　CARD

都城市役所 秘書広報課 行
（広報  都城  NO.73  2012年１月号）

8 8 5 8 5 5 5お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
　番号と、わたしの一言や１月号を読んだ感想を書いて
　〒885－8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選
　で１人にプレゼントを差し上げます。
※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選  
　者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　１月31日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙３月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
　ます。詳細については秘書広報課まで問い合わせください
◎11月号当選者　畑中ノブ子さん（蓑原町）

商品提供事業者

【和菓子詰め合わせ】

読者プレゼント今月の

※1月23日～ 2月15日の日程
施設案内

PRESENT

南鷹尾町と上町の２店
舗で営業しています。 
当店自慢の和菓子の
数々。ぜひ、ご賞味く
ださい。

ふくや　南鷹尾町
☎23－3845

フリガナ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

電話番号（　　　　　）　　　　－

□美術館（姫城町）☎25ｰ1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
※２月11日㈯は住民票などの発行はできません
◎収蔵作品展「和のこころ」～２月26日㈰

□都城歴史資料館（都島町）☎25ｰ8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「刀と鏡」～４月15日㈰まで

□都城島津邸（早鈴町）☎23ｰ2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎新春ふるまい　１月28日㈯　10：00 ～ 14：00
　特製おしるこの無料ふるまい　限定100食
※当日の観覧券の半券が必要です

□人形の館（山之口町）☎57ｰ5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□山之口弥五郎どんの館（山之口町）☎57ｰ3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□高城郷土資料館（高城町）☎58ｰ5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□旧後藤家商家交流資料館（高城町）☎58ｰ6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町）☎62ｰ4936
開館時間　9：30～17：00
　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
◎「オリジナルはがきを作ってみませんか」
　２月12日㈰　10：00 ～ 16：30　限定20組（要予約）



　お正月の縁起物として欠
かせないお餅。最近では機
械を使って作る家庭も多い
のでは？　12月９日、菓子
野保育園では昔ながらのき
ねと臼を使った餅つき大会
が行われました。園児らは
近所のお年寄りに手伝ってもらいながら ｢よいしょ、
よいしょ」の掛け声に合わせて元気に餅をついてい
ました。
都城市現住人口  

平成23年12月1日現在 前月比

世 帯 数 70,362世帯 （　18）
人口総数 168,965人　 （　36）
　　　男 79,251人　 （　21）
　　　女 89,714人　 （　15）

※平成22年国勢調査速報値に基づく推計人口です

インフォメーション

編集後記

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
　9：49 ～ 9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ5ch）
　※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

ラジオ番組の案内

テレビ番組の案内
市の提供番組紹介

今月の表紙
ぺったんぺったんたのしいね

中野振一郎
チェンバロコンサート
生演奏に触れることが普段あまりないチェンバロを、
近い距離で感じることのできるコンサートです。

●日時／２月４日㈯　開場18：00　開演19：00
●場所／ウエルネス交流プラザ　２階ムジカホール
●料金／大学生以上自由席 2,500円　　　　　
　　　　小中高生自由席　 1,500円
　　　　（プラス500円で座席指定可能　※限定30席）
◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社　☎26‒1100

NHKの番組「クインテット」など、音楽番組
で大活躍の作曲家宮川彬良による新感覚の塾
がMJで開校！　目からうろこのオモシロ解説、
ピアノと歌もたっぷりお楽しみいただけます。

イベントカレンダー（1月23日～ 2月15日）
※〔　〕内は場所、 は問い合わせ先

1
月
26日㈭～29日㈰ 
キラリ☆生涯学習フェスティバル
26日㈭～29日㈰展示
28日㈯・29日㈰舞台
〔ウエルネス交流プラザ〕
　きらりネット都城　☎23-4080

29日㈰　9：30 ～15：00
図書ふれあい広場〔高城図書館〕
　高城図書館　☎58-4224

２
月
５日㈰　10：00 ～
南九州駅伝競走大会
〔えびの市真幸地区体育館～都城市役所〕
※交通規制が行われますので、協力をお願いします
　スポーツ振興課　☎23-9545

１７日㈮～24日㈮（予定）
Ｊリーグ「ＦＣ東京」都城キャンプ
〔高城運動公園　多目的広場〕
　商業観光課　☎23-2983

●日時／３月18日㈰　開場15：30　開演16：00
●場所／中ホール
●料金／〔全席指定〕　大人 2,500円
　　　　　　　　　　 学生（高校生以下） 1,500円
※未就学児童入場不可　託児サービスあり
（有料／要申し込み）

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23‒7140

未来の音楽授業!
アキラ塾

昨年の世相を表す漢字は「絆」に決定したように
東日本大震災後、人と人とのつながりを感じた

１年でした。本市で考えれば、「灰」というところで
しょうか。今年は、平和の祭典「オリンピック」が
ロンドンで開催されます。なでしこジャパンやお家
芸である柔道などで日本人選手が活躍して、明るい
ニュースが舞い込む１年になるといいですね。そし
て、2012年の漢字は活躍・飛躍の「躍」？（知）

27 Miyakonojo City Public Relations 2012.1


